
虐待を見逃さないために

第5阜 虐待を見逃さないために

虐待を主訴に子どもを受診させる親はありません.病状に力]え受診時間や親子の受診態度 あるい
は理子関係などを通して「不自然さJを 見逃きないことが大切です.歯科医師一人の判断ではなく

スタッフ全員で情報を共有し対ltし てくださぃ

F・5診結果の確認

1)一般事項

子どもの民名 性別 生年月日 受診■月日
両親の民名 年齢 職奏 世帯主氏名 住所 電.●番号
家族構成 出生1嗅位 養育環境

2)母子健康手帳
母子優成手帳 (P4書照)力 ら得られる情報は貴重で 記載内容をきっかけに母親自身から妊
娠中の体錮 気持ち 子ともへの期待などを振り返りながら品してもらうことができます.必ず
日子健康手帳を見せてもらうことが大切です.

3)発育状況
身長 体量●1年齢別平均値に比べて (P27参照)増 lllし てぃるかを確認します.身長 体重の
増加がある時期から悪い 様ばいの場合は 子どもの虐待がおこってぃる可能性があります。極
端なやせ 肥満 低身長へは特に注意が必要です.

4)通勧発達

運動発達の確認は ,ι幼児健診において大変重要です.運動発達は 担大運動と微錮運動によ
り確認します.

岨大置喘の確認 徴錮還動の建諄

1蔵 6か月児
一人で上手に歩くことができ
るかなど

l■み木を2～ 0個積めるかなど

3歳児
手を使わずにひとりで階段を
上れるかなど

クレコンなどで丸が費けるかなど
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第 5董 虐待 を見送 さないために

5)静 疑
精神■達が正常であるかを確認します.

千燎 6か月児

3歳児

範党やコミ

の確認

言語発達の確認

認知や社会性の発達の確認

1意味
のある言栞をいくつか話せるかなど

絵本を見て知ってぃる物を指さすか

大人のまわをするかなど

後ろから呼ぶとぶりむくかなど

自分の名前がいえるか 大小や長短 ホ
青 黄 緑の色の区別 ままこと 怪獣ごっ
こなど ごっこ遊びができるヵ' F動に著
ち着きがあるか ルールが守れるかなど

ョ ン

言籍や認知 社会性の発達
の確認

6)生活習慣
1歳 6か月児 葉 ■で ttう蝕リスクとなる生活リズム (起床 就層 食事やおやつの時間)や
生活習慣 (食事の内容や食べ方 砂篠を含むおやつや飲み物の摂取 4乳 哺乳瓶の使用 歯店
き 歯の仕上げ磨きの習慣 フッイι物配合歯磨剤の使用状況)が適切であるかをIE認します.
小中学生では 適切な食習慣や生活習慣等 子ともにとって良好な生活環境が提供されている
かを確認します.

7)子育て状況
子育て
=余
裕はあるか 相談相手・●いるか 育児不安や育児を負担に感している様子はないか

など子育て実授の必勲 生を確認します

8)心配事の有無
問診票に13載がない場合も歯科医師や面iイカ建関lr者の立場で尋ねます.

2 歯科診察の手順と観察

1)診景前の様子

待合営の様子 入室時の子ともの歩き方を見て 運動発達の遅れや怪我の有無を確認 します.
親子の様子に不自然な点はないか観察します.

2)あいさつ 顕顔面 顔読 口腔機能の視診
あいさつと同時に 晨面の損傷 骨格や顎骨の変位 口唇開鎖 舌の動きや位置を観察し あ
いきつができるか 子どもの表情に不自然きはないかを確認します。
手足に不自然な饉やあざがあれば 身体的虐l.の可能性があります。また 身体や衣服ド櫻端
に不澤であればネグレクトの可lur■がぁります.
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第6車 虐待
=見
通さないため t

3)頭部の視診
歯科医師の膝の上や診寮台で 頭部に外傷性脱毛や不自然な傷があれば 身体的虐待の可能性
があります.

4)その他の異常の視診
子どもの虐待のり罐 まないか確認します.

3 口腔内の診査

1)歯 脚蜀組mの異常

多■の歯垢沈着 多壺歯にわたるう蝕
重度の歯肉炎が放置されている場合には

デンタルネグレクトといえます.

2)口腔内の損饉
損傷の原因が 慮特によるものかどうかの判断は困難です そのためには 口腔内を診るだけ
でなく 受傷原因の開き取り 子どもの状態や薇子 更には現の様子についても注意深く観察す
ることが求められます

0歯の川瘍 歯の動掲 脱日

5歳児 ネグレクトと推測される事例.未着療の多発性う
蝕は日腔衛生の不良によるもので 上顆左右摯し中切歯の不完
全脱日 に側転位 黒矢印)と 歯による口唇粘膜の控傷 (白
矢印)も認められます.子 ともが安全 良好な環境で妻育さ
れているとはいい難いです。

歯の如窮と口唇II膜の挫傷
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第 5章 虐●.を 見逃さないために

虐待により死亡した子どもの上諌乳中切歯

口腔内の損傷は 頭蓋に近く 脳がグメージを受けやすいた
め注意が必要です。

上頸乳中切歯の歯冠破折

②口唇 歯肉 小帯の不自然な傷
その原因としては 強制||に食事を与えることによる4ヽ帯 歯内の損傷 (スプーン等による傷)

熱い食べ物による口唇の火傷なとが考えられます.

顔面の殴打による日腔粘膜のl■創 裂創 スプーンにより生した上詈小帯の切断

下口目の火傷

。21●
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4 争顔面 頭頸部の損傷

顔面左憫1鍛歯の岐傷

(BIo ,■ o,k,,

―■的に人歯間幅生し 成人や
年長児の場合3o● 以上ち ,ま す

嗜み痕の写真を場るも合け スヶ―
ルを写すこと7Fツ ま|:tす

虐行による創傷の見方は 非偶発的掲傷か否かた判lfす ることが,|「重要です.複数の, 治癒段
皓の異なる傷 事実と食い違う説明力'あ れば 虐待●1徴候として気づかなければなりません
頭記 
“

めの掲年には 頭部 護面の表皮刊討 ●下出皿 口ヽ 口控粘晨のP創 裂御1 歯牙の
破折なとが上げられます。子ともが屋′卜で転ftし た場合によ 頭部 燿にの接lL面が路面や1少などに
よって同一方向に

'な
れるため このような所見,無ぃI.合には E外の転[|が否定されます.

F顎骨や表骨に■った眼局した皮下出血で 表面に表度剥離を十わない場合 その原因としては表
面が]`ら な

`t体

 たとえ f手本による殴打が考えられます =た 頭部 顔面の掲傷に対して 保護
を 1 了どもが■ ,て ぃて壁 [`ぶつかした あるいは床に転[|し たなどの説明をすることが多いよう
ですが 生や床などの幅広い■体への6楔の場合 j 皮下に強

“

な支持llがある下顎I17 頬骨都 ]R

錢縁 嘔1頂ヨなどに同時に皮下出血が認められるため これを診ることで容易に判断できます.

＼
引●・

■面の皮下出血

さまざ■なこのF在 ,ら継続的な工行が
がう●
=す
 責●の控傷は受嶋後 1811

闇以上経当 し 赤 両 紫 黒色い控lIは
受信■ 1時間経過 trぃ れば生じるとい
われてぃます

タバ コ よる耳夕の火傷

置常による場合 ,バ コJ。 し
つけることによる均―の円形よ0,

今層性

"傷
寝が特徴です

オ トカイ部 下
'部
 下
'底
の変こ班 頻の平手,]ち 疲
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5 全身の損傷

皮下に分などの支持体のない頭部や 下顎底の変色斑などは転倒て|ま起こりにくいため 腋下部日
囲など体の内側に存在する皮下出血と同様に 他者による暴trを強く疑うPF見となります
耳の後ろの皮下出血にも注意を払う必要があります.耳は肩や頭査などに守られているため その
部位だけせヽ 発的に外15が起こることはまれであると考えられます。

鰊面の殴打による日腔粘膜の性創 裂創 口目の控創は 子どもの虐有の早期発見の上で重要です。

第 6童 虐待 を見込 さないために

特に頭部の,1傷 は生死にか

かわるので注意を要します.

損傷部位

6 子どもの様子 (P15参照)

子どもの行動や表情 生活環境に不自然な点はなぃかを確認します.

フ 保護者の様子 (P]4参照)

●合室 受付 診療営で保護者の言動 行動に不自然な点はないかを確認します.

| IE ll曽号合が疑われる
損傷部位

日常生活で生じやすい

損傷部位

=●
無豪 (`・■、1●ぃ●●‐お

'

直下組織が餞歯で 体壺面が平垣な
部位に作用する

“

体の作用面が作用
の農間に体壕面に密着して皮膚およ
び皮下網織を強て圧迫すると その壼
下の血■は織IIザ その血管丙0血
液は

"●

‐ され 庄ヨ誡 ていない
部分まで楽てその部の五管内Eが菖
まり血■が厳

“

●出血す●・ したがつ
て皮下出nの指は蔵●力体の輪郭だ
けを示す●ロユ る
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第6童 気になる銀子 虐待に気がついた時の対応

気になる親子・虐待に気がついた時の対応

保護者 子どもへの対応における注意点

])保護者への対応における注意点

=護
者への攻撃的態度 (批判的な言葉 視線 軽蔦した対応)は避けましょう。むしろ

=護
者

の立場に共感し Jえ をしっかり問き 苦労をねぎらう態度が必要です。
発言例 :「お母さんも驚かれたことでしょうJ「お母さん0たいへんだったんですねJ

保護者から虐待について告白を無理に岡き出そうとするのは逆効果です.

腱 待Jと いう表現 ま 保護者を刺激する場合が多いのでr71め は用いない方がよいでしょう
虐待の通報が目的ではなく親子が援助を受けられる様にするためであることを説明しましょう.

保護者との話し合いの内容を可|しな限り ありのままカルテに記載してください.言葉だけで
まなく行動や態度も許しく記録してください.

2)子どもへの対応における注意点
子どもの気持ちに共感して..を颯くことが大切です 子どもに話を開く時は 子ともと同じ日
の高さで 終始冷IIrに話をおいてください.
「これって殴られたんじゃないの?Jと か直接的 誘導的な質問は遼けましょう。
子どもを暗に責めるような質問 いい方はしないようにしましょう.
あまり細かな虐待の状況を岡く2,`ありません.虐待の疑いを裏付ける情報があれば十分です。
子どもと できない約束 ましないようにしましょう.

2 虐待を疑つた時の対応

「子どもの生命と安全の確保Jを最優先で考えてくださぃ。医療櫂間の最大の役割は 虐行を
見逃さないこと そして子どもの安全を守ることです。
「通告Jと は 幅 行を受けてぃるかもしれないと思う子どもがいるので 心配なのでrjつて調
べてみてくださいJと ,改機関にお願いすることです.随告Jに必要なのは 幅 行の疑いJ
だけで 睫 待の証拠Jは いりません.そ して もしそれが誤りであったとしても 何も罰せら
れることはありません。

子どもべの虐待の疑いをほんの少しても持った場合 医療機関には通告の義務があります.関
係機関べ道告 (連絡 相談)することにより 児童虐待の防止 言篤化を防ぐことができます
通告は規子を支援するためのものであり 犯罪の告発でまありません。
自待が事実であることを医離 間41.I明する必要はありません.ま た誰が虐待したのか また
なゼそんなことをしたのかを正確に知る必要はありません
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第6軍 気になる親子虐待に気がついた時の対応

虐特を完全に否定できなぃ限り 必ず市区町1, 児童相談所に連絡 相談してくださぃ 虐待
か否かまその後 聰査を進めた後で判断することになります。
警察への届け出

医療機関の役割は 病気とぃう悩みを持つ患者さんを r暖かくJ見守ることです。患者である
子どもとその,護者の側に立ち 家族を理助することであり 保護者 (加害者)を犯罪者とし
て積極的に告発することが求められている訳ではありません.ただ 虐行者・・●力的で 子ど
もの身に危険が感じられる時や医離 間に危害が及ぶおそれがある時は 詈葉に連絡してくだ
さぃ.

3 気になる親子 虐待を疑つた時の連絡先

1)1歳 6か月児健診 3歳児健診
気になる点があれ山達診票に記入し 保健師 歯科衝生士等の健診担当者に伝えてくださt、
2)保育所 幼稚□ 学校歯科健診
過去の健診結果や必要な歯ヽ治療を受けているかも参考にしてください.

また 姜護教餞 担●に曰頃の子どもの様子を聞くことも必要です.
気になる点があれば保育所 幼稚口 学校の担当者に伝えてください.
3)診罰子での顔
気になる規子や虐待が猛われる場合 関係機関のとこかべ迪

" 
通告してくださぃ

保育所 幼稚国 学校等と連務することも必要です。(P28～ P30参照)

気になる新

虐特には至っていないが

子育て支援

"必
要 と思われる場子

彿 4幸 3 4蓼熙)
鱚

砕
印
み

嘲 鰤
児童相証センター

薔  璽

判断に迷った場合はます市区町村の窓口に相談してください.

また連絡 通告後も楡 があれば継続的に経過を見ていきましょう。

齢  (虐特αttLう

慮待があきらか また
は疑われる組子

悌 5華多Ю
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第6重 気になる親子 虐散 気がついた時の対応

贈 有の疑われる家族があるJだ けでもかまいませんが 以下の項目についてわかる範囲内で情報
を伝えてください.

患者氏名 年令 住所 電話番号 保護者の民名
受診の経過

虐待を疑った理由

「けがの原因についての保護者の説明が悧得できないJ膨 察官での保護者の態度に不客な点があ
るJ等

保護者がFTっ た説明

4 連絡 通告の際に伝えること

5 診断書の書き方

診 断 ●

患者氏名 CCOO

生年月B C年 0月 C日 生

住 所  00COCOCOCOCOc‐ C000

侶病名 努速性儘牙段自

鰺断所見

平成OO年0月 0日 外力によう歯牙の脱自のため釜復校ヨ間固定
が必要ておう なお 上記傾 ヽについて, 今回のケースで

「
 製

がいうように子供メロら転倒しただけでできる●と●端て 離:,の可
維性が否定でき,t

平成03年0月C8

歯科医院
=

面科医師お

０
　
　
０

０
　
　
０

０
　
　
０

（
）
　

Ｃ

Ｏ
　
　
Ｃ

Ｃ
　
　
Ｏ

０
　
　
０

虐待であると断定できるものは輸

であり 診断所見に「虐行の疑いが

ある」とコメントすることは難しい

ものがあります。しかし 保護者か
らの雇き取りの中で食い違ぃや矛盾

を歯科医11の経験から記入してくだ

さヽヽ.

通告する前に保護者の承語を得る必要はあ

者鉤 ]害 を認めている場合 (し つけの名目

所に連絡する旨 保護者に伝えていただく

りません。しかし明らかに不自然な病状の場合や保應

であっても)は 法律に基づいて市区町村や児童相談
ことが有効です.

X
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